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大
阪
駅
は
、
近
畿
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
心
に
位
置
し
、
西
日
本
最
大
の
利
用
者

数
を
誇
る
一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
す
。
ま

た
、
駅
周
辺
で
は
、
東
海
道
線
支
線
地
下

化
・
新
駅
設
置
事
業
や
う
め
き
た
２
期
地

区
開
発
計
画
な
ど
、
駅
西
側
地
区
を
中
心

に
、
周
辺
地
域
と
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
今
現
在
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
常
に

進
化
を
続
け
て
い
る
活
気
の
あ
る
エ
リ
ア

と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、
近
年
、
大
阪
駅

で
弊
社
が
新
た
に
開
発
し
た
媒
体
と
大
阪

駅
で
実
施
し
て
い
る
広
告
効
果
の
可
視
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
た
な
媒
体
開
発
の
取
り
組
み

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
「
大
阪
駅
桜

橋
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
で
す
。
大
阪
駅
桜
橋
口

改
札
か
ら
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
四
つ
橋

線
西
梅
田
駅
、
阪
神
電
気
鉄
道 

大
阪
梅
田

駅
に
連
絡
す
る
桜
橋
地
下
通
路
は
、ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
を
施
し
た
「
大
阪
駅
桜
橋
バ
ー

チ
ャ
ル
コ
リ
ド
ー
」
と
し
て
長
年
親
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
「
大
阪
駅
桜
橋
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
高
さ
２
・

０
ｍ
×
幅
42
・
５
ｍ
と
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
エ

リ
ア
で
は
「
最
長
」
の
壁
面
媒
体
と
な
り
、

シ
ー
ト
ま
た
は
Ｂ
０
ポ
ス
タ
ー
で
の
展
開

が
可
能
で
す
。
大
阪
駅
の
中
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
利
用
者
の
ひ
と
き
わ
多
い
特
徴
的
な
エ

リ
ア
で
、
大
画
面
の
迫
力
と
媒
体
前
滞
在

時
間
の
長
さ
に
よ
り
、
通
行
者
の
記
憶
に

残
る
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
訴
求
が
可

能
な
媒
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
ご
紹
介
す
る
の
は
、
中
央
コ
ン

コ
ー
ス
に
新
た
に
開
発
し
た
「
大
阪
駅
セ

ン
ト
ラ
ル
サ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

　

大
阪
駅
の
中
央
口
改
札
か
ら
、
ル
ク

ア
、
ル
ク
ア
１
１
０
０
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
等
の
大
型
商
業
施
設
へ
向
か
う
動

線
に
位
置
す
る
「
暁
の
広
場
」
の
壁
面
に

設
置
さ
れ
た
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
高
さ
３
・

０
ｍ
×
幅
11
・
０
ｍ
と
、
大
阪
駅
構
内
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
し
て
は
最
も
大

き
く
、
高
精
細
な
３
・
91
㎜
ピ
ッ
チ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
上
階
の
壁

面
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
中
央
コ
ン

コ
ー
ス
か
ら
の
視
認
性
が
よ
く
、ま
た
「
音

声
機
能
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の

名
の
通
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
サ
ウ
ン
ド
を
組

大阪駅桜橋アベニュー



2

み
合
わ
せ
た
多
様
な
広
告
表
現
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
者
と
来

街
利
用
者
と
も
に
多
く
の
利
用
が
見
ら
れ

る
、
大
阪
駅
で
も
屈
指
の
高
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
な
エ
リ
ア
で
、
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

向
け
効
果
的
な
訴
求
が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア

で
す
。

広
告
効
果
の
可
視
化
へ
向
け
た

取
り
組
み

　

従
来
、
交
通
広
告
メ
デ
ィ
ア
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
主
要
広
告
メ

デ
ィ
ア
に
比
べ
、
広
告
効
果
を
説
明
す
る

た
め
の
デ
ー
タ
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

投
資
効
果
を
十
分
に
説
明
で
き
な
い
と
言

わ
れ
、
交
通
広
告
媒
体
社
各
社
様
に
お
い

て
も
デ
ー
タ
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。
弊
社
で
も
、
こ
こ
数
年
、
通

行
者
数
や
広
告
視
認
率
等
に
関
す
る
自
主

調
査
を
重
ね
、
自
社
媒
体
の
広
告
効
果
を

説
明
す
る
た
め
の
定
量
デ
ー
タ
と
し
て
整

備
を
進
め
、
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
大
阪
駅
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
２
年
か
ら
、
毎
年
、
駅
構
内
の
全
エ
リ

ア
を
網
羅
し
た
大
規
模
な
通
行
者
数
計
測

調
査
を
行
っ
て
お
り
（
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の

計
測
）、
調
査
デ
ー
タ
を
各
媒
体
の
視
認
可

能
エ
リ
ア
ご
と
に
集
計
し
、
媒
体
の
視
認

可
能
者
数
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
性
年

代
別
の
計
測
を
数
年
お
き
に
行
い
、
属
性

別
の
視
認
可
能
者
数
の
提
供
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
駅
構
内
の
主
要
な
媒
体
に
つ

い
て
は
、「
交
通
広
告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
公
表
さ
れ
て
い
る
「
広
告

到
達
率
」
の
調
査
手
法
を
参
考
に
、
広
告

意
匠
の
視
認
率
を
調
査
し
（
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
）、
調
査
結
果
を
広
告
意
匠
の
視
認
率

（
到
達
率
）
デ
ー
タ
と
し
て
合
わ
せ
て
提
供

す
る
こ
と
で
、
広
告
到
達
者
数
の
推
計
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。（
通
行
者
数
調
査
、

到
達
率
調
査
と
も
に
２
０
２
０
年
は
調
査

中
止
）

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
個
人
情
報
を
取
得
し
な
い
手
法

で
、
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
（
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ

ア
ク
セ
ス
情
報
や
カ
メ
ラ
画
像
な
ど
を
解

析
し
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
）
を
活
用
し
、

デ
ー
タ
の
拡
充
、精
緻
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
情

報
に
関
し
て
は
、
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
ア
ク
セ
ス
履
歴
を
統
計
化
し

た
デ
ー
タ
を
利
用
し
、「
大
阪
駅
セ
ン
ト
ラ

ル
サ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
視
認
者
デ
ー

タ
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や
性

別
な
ど
の
属
性
構
成
が
把
握
で
き
る
こ
と

か
ら
、特
定
セ
グ
メ
ン
ト
の
視
認
数
や
リ
ー

チ
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
カ
メ
ラ
画
像
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ
様

と
、
大
阪
駅
の
２
箇
所
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
（
大
阪
駅
Ｎ
Ｇ
Ｂ
１
階
東
西
通
路

大阪駅セントラルサウンドビジョン
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デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
30
面
セ
ッ
ト
、
Ｊ
・

Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
大
阪
駅
御
堂
筋

口
セ
ッ
ト
）
の
計
72
面
で
、
将
来
的
に

「LIV
E BO

A
RD

 N
etw

ork

」
に
接
続
し
、

デ
ジ
タ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｈ
※
へ
広
告
配
信
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
計
測
の

実
証
実
験
の
一
環
と
し
て
、
カ
メ
ラ
画
像

の
解
析
技
術
を
活
用
し
た
視
認
数
の
計
測

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、前
述
の
、

媒
体
視
認
可
能
者
数
と
媒
体
視
認
率
（
到

達
率
）
を
使
っ
て
広
告
到
達
者
数
を
推
計

す
る
方
法
で
は
な
く
、
直
接
、
視
認
者
数

を
計
測
す
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

※D
igital O

ut O
f H

om
e

の
略
。
交

通
広
告
、
屋
外
広
告
、
商
業
施
設
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
活
用
し
た
広
告
媒
体

お
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
等
に
よ
り
、
交

通
広
告
の
み
な
ら
ず
屋
外
広
告
全
般
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す

が
、
今
後
、
事
態
が
収
束
す
る
こ
と
に
よ

り
、
再
び
街
や
駅
に
活
気
が
戻
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
弊
社
と
し
て
も
、
関
西

の
玄
関
口
で
あ
る
大
阪
駅
に
お
い
て
、
今

後
も
魅
力
的
な
媒
体
の
開
発
や
広
告
効
果

の
デ
ー
タ
整
備
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

む
こ
と
で
、
交
通
広
告
の
価
値
向
上
に
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度

年
次
報
告
書
を
発
行

総
務
・
財
務
委
員
会

　

総
務
・
財
務
委
員
会
（
稲
川
一

委
員
長
）
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の

２
０
２
０
年
度
１
年
間
の
活
動
成
果

を
記
録
と
し
て
ま
と
め
た
年
次
報
告

書
を
、
定
期
総
会
に
併
せ
て
発
行
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
活
動
報
告
、
広
告

業
界
の
動
向
、
第
14
回
地
球
温
暖
化

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

 

２
０
２
１
年
６
月
28
日
発
行　

Ａ
４
サ
イ
ズ　

88
ペ
ー
ジ

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

インプレッション計測の実証実験を開始した大阪駅 NGB1 階東西通路デジタルサイネージ 30 面セット。
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「良い子の読書」
副会長　野中　雅志（JR 西日本コミュニケーションズ）

　

歳
を
か
さ
ね
る
と
、
自
分
の
内
面
は
ど
の
よ

う
に
し
て
今
日
の
ご
と
く
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
内
省
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
で

よ
か
っ
た
の
か
？
と
か
。 

　

良
い
子
に
な
ろ
う
と
し
た
小
さ
な
頃
は
、
い

わ
ゆ
る
推
薦
図
書
を
い
く
ら
か
、
読
ん
だ
ふ
り

を
し
て
い
た
。「
へ
ー
、
す
ご
い
ね
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
。
…
い
や
な
性
分
で

あ
る
。 

　

小
学
生
や
中

学
生
の
子
が
い

る
息
子
か
ら
、

彼
ら
に
は
ど
ん

な
読
み
物
を
あ

た
え
る
べ
き
か

と
問
わ
れ
、
自

分
や
息
子
の
来

し
方
を
振
り
か

え
り
、
理
想
的

な
知
育
・
徳
育

の
在
り
方
に
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
る
。 

　

で
も
結
局
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
デ
ィ
ー
プ

な
フ
ァ
ン
を
自
称
す
る
私
は
、
や
っ
ぱ
り
ハ
リ

ー
ポ
ッ
タ
ー
か
な
と
言
っ
て
し
ま
う
。
読
ん
で

る
子
と
読
ん
で
な
い
子
で
は
国
語
の
読
解
力
に

差
が
つ
く
ら
し
い
よ
、
と
か
言
い
な
が
ら
。
結

局
受
験
に
役
立
つ
か
ど
う
か
が
基
準
？ 

　

こ
れ
で
は
芸
が
な
い
の
で
、
昔
読
ん
だ
ふ
り

を
し
て
い
て
、
全
く
身
に
つ
い
て
い
る
自
覚
の

な
い
少
年
少
女
向
け
の
読
み
物
を
、
ジ
ュ
ン
ク

堂
に
駆
け
込
ん
で
、
漁
っ
た
。
で
…
、
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。 

 　

皆
さ
ん
は
ど
れ
だ
け
覚
え
て
い
ま
す
か
。『
あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
』
が
慈
善
活
動
家
の
話
で
な

く
、
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
で
あ
っ
た

こ
と
を
。 

　
『
小
公
子
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
父
と
ア
メ
リ

カ
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
、
ハ
ー
フ
で
よ
く

口
の
ま
わ
る
少
年
が
癇
癪
持
ち
の
イ
ギ
リ
ス
伯

爵（
父
方
の
祖
父
）
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
、
や

が
て
後
継
者
と
し
て
認
知
さ
れ
る
と
い
う
「
玉

の
輿
に
乗
る
」
よ
う
な
話
で
す
が
、
実
は
ア
メ

リ
カ
独
立
戦
争
後
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
英
米
両

国
民
の
緊
張
緩
和
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う

逸
話
が
あ
り
ま
す
！

　

ま
た
、『
に
ん
じ
ん
』
は
、
今
風
に
い
え
ば
母

親
の
モ
ラ
ハ
ラ
に
苛
ま
れ
る
主
人
公
の
に
ん
じ

ん
（
つ
い
に
本
名
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。）

が
、
な
ん
と
か
精
神
を
病
む
こ
と
な
く
成
長
し

て
母
親
か
ら
自
立
す
る
壮
絶
な
話
で
し
た
。 

　

ま
だ
ま
だ
「
新
た
な
発
見
」
を
し
た
の
で
す
が
、

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
辺
で
。 

 

　

そ
し
て
、
最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
が
、
上
橋
菜

穂
子（
敬
称
略
）。
い
ま
ご
ろ
？
女
用
心
棒
バ
ル

サ
の
話
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
綾
瀬
は
る
か
主
演
で
と
う

に
実
写
化
し
て
い
る
し
、
著
者
が
世
界
的
に
名

高
い
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
賞
を
受
賞
し

た
の
も
七
年
前
。
そ
れ
を
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
か
ら

せ
っ
せ
と
買
い
こ
み
、『
守も

り
人び

と

シ
リ
ー
ズ
』
全

13
巻
、『
獣
の
奏そ

う
じ
ゃ者

』
全
８
巻
（
青
い
鳥
文
庫
）、

『
鹿
の
王
』（
つ
ば
さ
文
庫
）
全
４
巻
を
読
破
し
た
。

ま
だ
ス
ピ
ン
オ
フ
ド
ラ
マ
を
残
し
て
あ
る
の
で

当
分
楽
し
め
そ
う
で
あ
る
。

　

と
思
っ
て
い
た
ら
、『
鹿
の
王
』
の
ア
ニ
メ

が
こ
の
秋
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ
に
て
公
開
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。
上
橋
菜
穂
子
の
に
わ
か
フ
ァ
ン

と
し
て
は
う
れ
し
い
限
り
な
の
だ
が
、
弊
社
Ｊ

コ
ミ
が
初
め
て
ア
ニ
メ
の
製
作
に
関
わ
っ
た

『
神か

み
あ
り
づ
き

在
月
の
こ
ど
も
』
も
同
時
期
の
公
開
と
な
る
。

　

ど
ち
ら
の
作
品
も
、
疫
病
や
人
の
生
死
と
い

う
今
日
的
テ
ー
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。

大
ヒ
ッ
ト
を
期
待
し
た
い
。

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場
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３
項
の
規
定
に
よ
り
前
任
者
の
残
任
期
間

と
し
た
い
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
副
会
長
及
び
常
任
理
事
の
役
職

に
つ
い
て
は
、
定
款
第
14
条
２
項
に
基
づ

き
総
会
終
了
後
、
書
面
に
て
臨
時
理
事
会

を
開
き
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
役
員
一
覧
は
９
ペ
ー
ジ
に
）

報
告
事
項
①　

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

　

２
０
２
０
年
初
頭
に
世
界
を
襲
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（CO

V
ID

-19

）
の
感

染
拡
大
は
、
人
々
の
行
動
を
制
限
し
、
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
や
価
値
観
を
根
底
か
ら

変
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
感
染
症
の
影
響
で
景
気
の
不
透
明

感
が
強
ま
る
中
で
迎
え
る
２
０
２
１
年
度

で
す
が
、
今
ま
で
の
価
値
観
を
変
化
さ
せ
、

新
し
い
生
活
や
行
動
様
式
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
年
延
期
に
な
っ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
準

備
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
も

な
る
で
し
ょ
う
。
産
業
構
造
が
大
き
く
変

化
を
遂
げ
る
な
か
に
あ
っ
て
、
広
告
業
界

全
体
と
し
て
も
、
交
通
広
告
業
界
と
し
て

も
、
更
な
る
成
長
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に

は
時
代
や
社
会
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
新

し
い
価
値
観
で
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

広
告
業
界
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
の
伸
長
は
穏
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
は
減
少
傾
向
に
あ

　

審
議
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

第
１
号
・
第
２
号
議
案

　

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
に
つ
い
て
は
、
榎
本
専
務
理
事
の
説
明

と
、
島
田
亮
監
事
代
表
の
監
査
報
告
の
後
、

採
決
の
結
果
、
出
席
会
員
及
び
代
理
人
19

名
の
賛
成
と
定
款
第
27
条
に
基
づ
く
委
任

状
１
６
５
名
を
含
む
過
半
数
の
賛
成
に
よ

り
、
本
議
案
は
説
明
通
り
議
決
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

理
事
の
選
任

　

新
井
議
長
か
ら
、
こ
の
選
任
案
は
５
月

27
日
の
第
１
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
て
い

る
。
当
協
会
の
理
事
の
任
期
は
定
款
第
16

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
就
任
後
２
年
目

の
定
期
総
会
終
結
の
時
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、
２
０
２
０
年
定
期
総
会
終
了
後
、

11
名
の
理
事
が
人
事
異
動
等
の
事
由
に
よ

り
退
任
ま
た
は
退
任
を
希
望
し
て
い
る
こ

と
を
了
承
し
、
新
理
事
11
名
を
次
の
通
り

新
た
に
選
任
し
、
任
期
は
定
款
第
16
条
第

２
０
２
１
年
度 

定
期
総
会
を
開
催

６
月
28
日（
月
）
14
時
00
分
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
池
袋
）
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
十
分
配
慮
を
し
た
上
、
２
０
２
１
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
、

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告　

及
び
決
算
、
理
事
の
選
任
を
審
議
し
た
。

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ

蔓
延
防
止
法
措
置
が
発
出
さ
れ
て
い
る

中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
始

ま
っ
て
か
ら
１
年
半
が
経
ち
ま
す
が
、

大
変
厳
し
い
状
況
は
今
も
っ
て
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
特
に
イ
ン
ド
株
、
デ
ル
タ

株
と
呼
ば
れ
る
変
異
株
は
大
変
感
染
力

が
強
く
、
日
々
感
染
者
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
１
オ
リ
パ
ラ
開

幕
ま
で
１
か
月
半
を
き
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
に
あ
り
、
鉄
道
事
業
も
大

変
厳
し
い
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、我
々

の
鉄
道
広
告
業
界
も
同
様
で
す
が
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｒ
Ａ
は
皆
さ
ま
の
様
々
な
ご
尽
力
の
お

蔭
で
２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
日
の
総
会
に
は
、
今
年
度
の
事

業
計
画
と
併
せ
て
予
算
を
揚
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
鉄
道
広
告
の
一
層
の
発
展

を
目
指
し
、
一
段
と
高
い
レ
ベ
ル
に
力
を

合
わ
せ
て
皆
様
と
と
も
に
進
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
井
会
長
挨
拶

挨拶する新井良亮会長
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適
用
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

・
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施

・
広
告
倫
理
に
関
す
る
事
例
研
究
の
実
施

・
日
本
広
告
審
査
機
構
、
日
本
雑
誌
協
会

等
と
の
意
見
交
換

倫
理
委
員
会

神
田
橋
治
委
員
長

　

社
会
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
鉄
道
、

こ
こ
に
お
け
る
鉄
道
広
告
は
社
会
へ

の
影
響
力
、
関
心
度
も
高
い
こ
と
か

ら
、
倫
理
性
の
保
持
が
重
要
で
あ
り
、

今
年
度
も
記
載
し
ま
し
た
よ
う
に
５

つ
の
事
業
計
画
を
設
定
い
た
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
の
推
進

は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
各
社
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
の
元
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

・
環
境
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第
15
回

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
美
観
事
例
の
収
集
と
紹
介

・
美
観
風
致
に
関
す
る
教
育
研
修

美
観
風
致
委
員
会

滝
久
雄
委
員
長

　

今
年
も
８
月
１
日
よ
り
美
観
風
致

委
員
会
と
共
同
で
４
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
協
力
い
た
だ

き
、
今
年
も
第
15
回
地
球
温
暖
化
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
閑
散
期
に
そ
れ
な
り
に
目
立
つ

形
で
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

に
、
美
観
事
例
の
収
集
と
紹
介
、
美

観
風
致
に
関
す
る
教
育
研
修
を
実
行

い
た
し
ま
す
。

・
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
実
態

把
握

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
配
布
後
の
状

況
把
握

・
美
観
風
致
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第

15
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施

環
境
委
員
会

冨
田
栄
次
委
員
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
の
と
お
り
活
動
い
た
し
ま
す
。

・
安
全
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

・
安
全
作
業
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

１
．
各
委
員
会
の
主
な
活
動
目
標

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
支
部
活
動
活
性
化
支
援

・
年
次
報
告
書
の
作
成

・
他
広
告
団
体
と
の
交
流

総
務
・
財
務
委
員
会

稲
川
一
委
員
長

　

活
動
目
標
は
、
例
年
同
様
に
な
り

ま
す
が
、
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂
、
各

支
部
活
動
の
活
性
化
支
援
、
年
次
報

告
書
の
作
成
、
他
の
広
告
団
体
と
の

交
流
、
こ
れ
ら
を
目
標
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

・
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
基
づ
く
広
告

審
査
実
態
の
継
続
的
把
握

・
鉄
道
広
告
倫
理
綱
領
及
び
掲
出
基
準
の

り
ま
す
。
交
通
広
告
は
、
数
年
来
前
年
並

み
と
い
う
状
況
で
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
影
響
に
よ
り
鉄
道
事
業
の
乗
客

減
少
で
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ
っ

て
、
今
年
度
も
昨
年
と
同
様
な
状
況
が
継

続
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
ビ
ジ
ネ
ス

に
加
え
、
従
来
に
も
増
し
て
鉄
道
広
告
の

特
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
社
会
や
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
応
え
、
よ
り
一

層
の
存
在
感
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
媒
体
の
魅
力
度
向

上
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
創
意
工
夫
に

つ
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
鉄
道
広
告
の
持
つ

公
益
性
と
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
発
展
に
対
応
、
鉄
道
広

告
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
る
な
ど
、
社

会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
会

員
各
社
の
相
互
理
解
と
協
力
を
得
て
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
以
降
の
と
お
り
で
す
が
、
主
な
公

益
事
業
と
し
て
、
環
境
や
美
観
風
致
と
い

う
観
点
か
ら
第
15
回
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
倫
理
と
い
う
観
点
か
ら

鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
事
業
と
し

て
、
鉄
道
広
告
の
技
術
開
発
の
観
点
か
ら
、

交
通
広
告
に
応
用
可
能
な
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
情
報
の
収
集
と
共
有
化
、
人
材
育
成
の

観
点
か
ら
、「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論

２
０
２
０
増
刷
版
」
の
発
行
、
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
観
点
か
ら
、
交
通
広

告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
調

査
研
究
の
観
点
か
ら
、
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主

要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

総
務
・
財
務
委
員
会

　

倫
理
委
員
会

　

環
境
委
員
会

　

安
全
委
員
会

　

美
観
風
致
委
員
会



Vol.67

7

安
全
委
員
会

島
田
亮
委
員
長

　

引
き
続
き
、
安
全
管
理
に
関
す
る

調
査
研
究
の
推
進
、
安
全
作
業
に
関

す
る
教
育
研
修
の
実
施
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

・
２
０
２
１
年
度
版「
全
国
鉄
道
広
告
料
金

表
」
の
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
収
録
、

公
開

標
準
化
委
員
会

大
塚
尚
司
委
員
長

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
２
０
２
１ 

年
度
版
「
全
国
鉄
道
広
告
料
金
表
」

を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
使
い
や
す

さ
な
ど
に
つ
い
て
皆
様
か
ら
ご
意
見
、

ご
希
望
を
い
た
だ
き
、
次
回
の
改
定

に
生
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
若
手
人
材
の
研
修
、
育
成（「
交
通
広
告

ビ
ジ
ネ
ス
概
論 

２
０
２
０
」
増
刷
版
の

発
行
）

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施

・
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

・
効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
の
促
進

・
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及

・
媒
体
活
用
事
例
の
調
査
と
紹
介

調
査
研
究
委
員
会

栗
原
圭
一
委
員
長

　

効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
関
す
る
研
究
の
促
進
、
ｅ-

販
促

デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及
と

い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
償
却

が
済
み
ま
し
た
の
で
、
ま
た
新
し
い

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
媒
体
活
用
事
例
の
調
査

と
紹
介
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
業
務
近
代
化
に
関
す
る
課
題
の
提
言

・
働
き
方
改
革
の
検
討

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導
入
に
よ
る
近

代
化
目
標
の
検
討

業
務
近
代
化
委
員
会

三
池
元
委
員
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
の
と
お
り
活
動
い
た
し
ま
す
。

人
材
育
成
委
員
会

肥
後
謙
一
委
員
長

　

若
手
人
材
の
研
修
、
育
成
を
目
的

と
し
て
、
昨
年
発
行
し
た
「
交
通
広

告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論 

２
０
２
０
」の
デ
ー

タ
を
最
新
の
も
の
に
更
新
し
た
増
刷

版
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
鉄

道
広
告
実
務
研
修
並
び
に
セ
ミ
ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
と
昨

年
で
き
た
仕
組
み
を
駆
使
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
交
通
広
告
の
展
開

状
況
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
が
継
続
す
る
状
況
を
踏
ま
え
た

効
果
的
な
取
り
組
み
の
紹
介

・
交
通
広
告
が
他
媒
体
と
の
競
争
力
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
、
新
技
術
等
を
活

用
し
た
メ
ジ
ャ
メ
ン
ト
や
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

の
取
り
組
み
事
例
の
収
集
と
水
平
展
開

の
あ
り
方
の
検
討

技
術
開
発
委
員
会

野
中
雅
志
委
員
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
の
と
お
り
活
動
い
た
し
ま
す
。

　

人
材
育
成
委
員
会

　

技
術
開
発
委
員
会

　

標
準
化
委
員
会

　

業
務
近
代
化
委
員
会

　

調
査
研
究
委
員
会

　

Ｐ
Ｒ
委
員
会

　

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
編
集
・
発

行
の
継
続
と
、
掲
載
内
容
の
充
実

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
、
情
報
発

信
の
強
化

・
鉄
道
広
告
枠
を
活
用
し
た
、
各
種
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
伴
う
特
設
サ

イ
ト
の
開
設

・
関
係
す
る
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化

Ｐ
Ｒ
委
員
会

厚
地
純
夫
委
員
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
の
と
お
り
活
動
い
た
し
ま
す
。

・
標
準
化
委
員
会
、
調
査
研
究
委
員
会
、

業
務
近
代
化
委
員
会
と
連
携
し
て
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
拡
充
・
デ
ー
タ
整
備

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
、
日
本
広
告
業

協
会
と
連
携
し
て
調
査
実
施
、
デ
ー
タ

整
備

・
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
シ
ス
テ
ム
稼

働
と
運
用
及
び
シ
ス
テ
ム
利
用
会
員
の

拡
大

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

大
塚
尚
司
委
員
長

　

交
通
広
告
共
通
指
標
と
い
う
こ
と
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近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

野
中
雅
志
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月
８

日（
予
定
）

・
媒
体
視
察
研
修
会
の
開
催
：
11
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
の
開
催
：
２
０

２
２
年
２
月

・
地
域
間
交
流
の
促
進

四
国
支
部

山
西
弘
泰
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
８
月
６
日（
金
）

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
８
月
６
日（
金
）

・ 

支
部
運
営
会
議
の
開
催
：
７
月
、
２
０

２
２
年
３
月

・
西
鉄
交
通
広
告
会
、
福
岡
市
地
下
鉄
交

通
広
告
会
、
九
州
鉄
道
広
告
会
と
の
連
携

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
へ
の
掲
載
及
び

本
部
各
委
員
会
と
の
連
携
強
化

で
、
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

20
年
３
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
調
査
を
中
止
し
て
お
り
、
21
年
度

の
予
定
も
ま
だ
白
紙
の
状
態
で
す
の

で
、
ま
た
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
み

な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
各
支
部
の
主
な
活
動
目
標

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月

・
媒
体
講
演
会
の
開
催
：
８
月

・
媒
体
視
察
研
修
会
の
開
催
：
10
月

・
交
通
広
告
勉
強
会
の
開
催
：
11
月

・
新
年
懇
親
会
の
開
催
：
２
０
２
２
年
１
月

・
媒
体
連
絡
会
の
開
催
：
不
定
期

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂（
以
降
各
支
部
共

通
）

・
第
15
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施（
以
降
各
支
部
共
通
）

・
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施（
以
降
各
支
部
共
通
）

北
海
道
支
部

森
下
昌
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
：
７
月

・
東
日
本
鉄
道
仙
台
広
告
会
等
と
の
連
携

東
北
支
部

百
々
潤
司
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施
：
９
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬
頃

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
、
11
月
、
２

０
２
２
年
３
月
頃
の
３
回

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月 

ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

・
地
域
間
交
流
の
促
進
、
交
通
媒
体
広
告

会
と
の
連
携

首
都
圏
支
部

原
口
宰
支
部
長

　

昨
年
度
は
や
む
を
得
ず
、
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
の
で
、

隔
靴
掻
痒
の
よ
う
な
状
態
で
し
た
が
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が

ら
で
き
る
だ
け
実
際
に
セ
ミ
ナ
ー
、

研
修
会
を
開
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
広
告
実
務
研
修
は
９
月
上
旬
、

セ
ミ
ナ
ー
は
年
３
回
、
支
部
総
会
、

懇
親
会
も
で
き
る
だ
け
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
検
討
中
で
す
。
併
せ
て
地
域
間
交

流
、
交
通
媒
体
広
告
会
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
支
部
総
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催
：
７
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月

・
支
部
幹
事
会
の
開
催

中
部
支
部

厚
地
純
夫
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

・
支
部
幹
事
会
の
開
催
：
７
月
、
２
０
２
２

年
３
月

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月

・ 

交
通
広
告
実
務
研
修
会
の
実
施
：
９
月

・
関
西
交
通
媒
体
社
広
告
会
、
関
係
諸
団

体
と
の
連
携

　

東
北
支
部

　

首
都
圏
支
部

　

中
部
支
部

　

近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

　

四
国
支
部

　

北
海
道
支
部

　

九
州
支
部
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九
州
支
部

許
斐
元
文
支
部
長
代
理

　

榎
本
専
務
理
事

　

議
案
書
に
記
載
の
と
お
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
２
０
２
１
年
度
予
算
、
副
委

員
長
の
委
嘱
（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）、
第
15
回

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、以
上
を
も
っ

て
15
時
00
分
、
２
０
２
１
年
度
定
期
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
書
面
に
て
決
議

し
た
第
１
回
理
事
会
及
び
、
６
月
29
日
定

期
総
会
終
了
後
に
書
面
に
て
決
議
し
た
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
項
目
が
承
認

さ
れ
た
。

○
技
術
開
発
委
員
会　

副
委
員
長

（
新
任
）
西に

し
は
ら原　

洋ひ
ろ

子こ　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
退
任
）
木
村　

和
昭　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

５
月
27
日
付

１
．
副
会
長
の
選
定
と
会
長
代
行
順
序

第
１
順
序　

赤
石　

良
治（
新
任
）

　
　
　
　
　

会
長
代
行
副
会
長

第
２
順
序　

滝　

久
雄 

副
会
長

第
３
順
序　

肥
後　

賢
一 

副
会
長

第
４
順
序　

杉
本　

公
男 

副
会
長

第
５
順
序　

野
中　

雅
志 

副
会
長

２
．
常
任
理
事
の
選
定 

望
月　

敏
弘　

㈱
春
光
社

三
池　

元　
　

㈱
電
通

中
村　

晃　
　

㈱
日
交

*

籐　

浩
士 

西
日
本
鉄
道
㈱

*

春
名　

幸
一 

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

*

鈴
木　

宜
幸 

社
団
法
人
日
本
雑
誌

協
会

米
田　

龍
司 

㈱
日
本
宣
交
社

表　

輝
幸 

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

島
津　

勝
一 

北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱

専
務
理
事
（
１
名
）

榎
本　

稔 

公
益
社
団
法
人 

日
本

鉄
道
広
告
協
会

監
事
（
４
名
）

坂
野　

茂 

㈱
毎
日
広
告
社

島
田　

亮 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ

ア
㈱

清
水　

勇
宏 

㈱
近
宣

山
本　

一
広 

公
益
社
団
法
人 

日
本

広
告
審
査
機
構

〈
退
任
〉
11
名

亀
卦
川　

悟
、
坂
本　

隆
、

嶌
岡　

智
基
、
鈴
木　

一
成
、

高
成
田　

潔
、
鶴
岡　

隆
行
、

原
口　

宰
、
松
藤　

悟
、
山
口　

淳
、

山
田　

潤
一※

１

、
宮
澤　

由
毅※

２

※
１　

２
０
２
０
年
10
月
21
日
付
で
退
任

※
２　

２
０
２
０
年
12
月
31
日
付
で
退
任

*

中
村　

晃 

㈱
日
交

渡
辺　

文
雄 

㈱
日
交
西
部
本
社

稲
川　

一 

㈱
文
宣

栗
原　

圭
一 

㈱
ム
サ
シ
ノ
広
告
社

理
事
（
22
名
）

*

山
口　

淳 

小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

田
口　

友
則 

小
田
急
電
鉄
㈱

松
下　

琢
磨 

九
州
旅
客
鉄
道
㈱

小
林　

智
彦 

近
畿
日
本
鉄
道
㈱

*

上
野　

賢
了 

㈱
京
急
ア
ド
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

*

道
本　

浩
司 

京
阪
電
気
鉄
道
㈱

許
斐　

元
文 

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
㈱

山
西　

弘
泰 

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

企
画

*

菅
田　

博
之 

西
武
鉄
道
㈱

田
中　

里
沙 

㈱
宣
伝
会
議

大
津　

英
敏 

多
摩
美
術
大
学

石
川　

正
裕 

㈱
電
通
名
鉄
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

糸
洲　

美
和 

東
急
㈱

北
郷　

悟 
東
京
藝
術
大
学

*

見
城　

亨 
東
京
地
下
鉄
㈱

*

河
田　

祐
治 

南
海
電
気
鉄
道
㈱

　

役
員
一
覧
（*

は
新
任
）

会
長
（
１
名
）

新
井　

良
亮 

公
益
社
団
法
人 

日
本

鉄
道
広
告
協
会

会
長
代
行
副
会
長
（
１
名
）

*
赤
石　

良
治 

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

日
本
企
画

副
会
長
（
４
名
）

滝　

久
雄 

㈱
Ｎ
Ｋ
Ｂ

肥
後　

謙
一 
㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

杉
本　

公
男 
協
立
広
告
㈱

野
中　

雅
志 

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

常
任
理
事
（
11
名
）

冨
田　

栄
次 

㈱
大
阪
オ
リ
コ
ミ

大
塚　

尚
司 

㈱
オ
リ
コ
ム

厚
地　

純
夫 

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

*

望
月　

敏
弘 

㈱
春
光
社

*

三
池　

元 

㈱
電
通

木
村　

喜
朗 

㈱
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー

神
田
橋　

治 

㈱
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｅ

〇
標
準
化
委
員
会　

副
委
員
長

（
新
任
）
池い

け
が
や谷　

裕ゆ
う

志じ　

協
立
広
告
㈱

（
退
任
）
成
田　

和
雄　

協
立
広
告
㈱

〇
首
都
圏
支
部　

支
部
長

（
新
任
）
赤あ

か
い
し石　

良り
ょ
う
じ治　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画

（
退
任
）
原
口　

宰　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

日
本
企
画

６
月
28
日
付

以
上
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委
員
会

総
務
・
財
務
委
員
会

委
員
長　
　

稲
川　

一　
　

㈱
文
宣

副
委
員
長　

中
村　

晃　
　

㈱
日
交

副
委
員
長　

鈴
木　

浩
之　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画

倫
理
委
員
会

委
員
長　
　

神
田
橋　

治　

㈱
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｅ

副
委
員
長　

中
馬　

輝
彦　

キ
ン
グ
鉄
道
広
告
㈱

美
観
風
致
委
員
会

委
員
長　
　

滝　

久
雄　
　

㈱
Ｎ
Ｋ
Ｂ

副
委
員
長　

渡
辺　

文
雄　

㈱
日
交
西
部
本
社

副
委
員
長 

田
中　

里
沙　

㈱
宣
伝
会
議

安
全
委
員
会

委
員
長　
　

島
田　

亮　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱

副
委
員
長　

城
戸　

正
幸　

㈱
ア
ド
近
鉄

環
境
委
員
会

委
員
長　
　

冨
田　

栄
次　

㈱
大
阪
オ
リ
コ
ミ

副
委
員
長　

田
中　

幸
夫　

㈱
大
阪
オ
リ
コ
ミ

標
準
化
委
員
会

委
員
長　
　

大
塚　

尚
司　

㈱
オ
リ
コ
ム

副
委
員
長　

池
谷　

裕
志　

協
立
広
告
㈱

人
材
育
成
委
員
会

委
員
長　
　

肥
後　

謙
一　

㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー

副
委
員
長　

後
藤　

哲
夫　

㈱
電
通
名
鉄

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

副
委
員
長　

古
川　

義
夫　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画

技
術
開
発
委
員
会

委
員
長　
　

野
中　

雅
志　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ

副
委
員
長　

望
月　

敏
弘　

㈱
春
光
社

副
委
員
長　

山
本　

孝　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画 

副
委
員
長　

菊
井　

健
一　

㈱
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

副
委
員
長　

西
原　

洋
子　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

調
査
研
究
委
員
会

委
員
長　
　

栗
原　

圭
一　

㈱
ム
サ
シ
ノ
広
告
社

副
委
員
長　

後
藤　

真
哉　

㈱
小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

副
委
員
長　

三
池　

元　
　

㈱
電
通

業
務
近
代
化
委
員
会

委
員
長　
　

三
池　

元　
　

㈱
電
通

首
都
圏
支
部

支
部
長　
　

赤
石　

良
治　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画

副
支
部
長　

滝　

久
雄　

㈱
Ｎ
Ｋ
Ｂ

中
部
支
部

支
部
長　
　

厚
地　

純
夫　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

副
支
部
長　

石
川　

正
裕　

㈱
電
通
名
鉄
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ

近
畿
・
北
陸
・
中
国
支
部

支
部
長　
　

野
中　

雅
志　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

副
支
部
長　

冨
田　

栄
次　

㈱
大
阪
オ
リ
コ
ミ

四
国
支
部

支
部
長　
　

山
西　

弘
泰　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
企
画

副
支
部
長　

西
村　

政
夫　

㈱
ア
ド
ビ
ジ
ョ
ン

九
州
支
部

支
部
長　
　

許
斐　

元
文　

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
㈱

副
支
部
長　

渡
辺　

文
雄　

㈱
日
交
西
部
本
社

副
支
部
長　

庄
山　

和
利　

㈱
西
鉄
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

２
０
２
１
年
６
月
28
日

副
委
員
長　

山
西　

弘
泰　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
企
画

Ｐ
Ｒ
委
員
会

委
員
長　
　

厚
地　

純
夫　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

副
委
員
長　

田
中　

里
沙　

㈱
宣
伝
会
議

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

委
員
長　
　

大
塚　

尚
司　

㈱
オ
リ
コ
ム

副
委
員
長　

三
池　

元　
　

㈱
電
通

副
委
員
長　

水
野　

勝
太　

㈱
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
ア
ウ
ト
ド
ア

副
委
員
長　

栗
原　

圭
一　

㈱
ム
サ
シ
ノ
広
告
社

　

支
部

北
海
道
支
部

支
部
長　
　

森
下　

昌　

㈱
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ 

副
支
部
長　

竹
谷　

英
一　

㈱
交
通
新
聞
社 

北
海
道
支
社

東
北
支
部

支
部
長　
　

百
　々

潤
司　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企

画 
仙
台
支
店

副
支
部
長　

土
屋　

利
典　

㈱
近
宣 
仙
台
支
社
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今
年
の
夏
休
み
も

エ
キ
か
ら
エ
コ
。
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道
広
告
協
会（
会

長
：
新
井
良
亮
、
東
京
都
渋
谷
区
）
は
、

今
年
で
15
回
目
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
防

止
全
国
鉄
道
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
、
夏
の
鉄
道
広
告
を
鮮
や
か
に
彩

る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
全
国
の
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下
鉄

36
社
局
の
駅
及
び
車
両
内
の
ポ
ス
タ
ー
枠

を
利
用
し
、
ポ
ス
タ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
展
開
す
る
も
の
で
す
。

第15回「地球温暖化防止全国鉄道広告キャンペーン」を開催！

エキからエコ。
美しい自然の色と野生動物のアートから。

明日の地球環境を考える夏。

界
全
体
が
控
え
め
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
が
実
情
で
す
。

　

当
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
全
国
の
鉄
道

利
用
者
の
方
に
エ
ー
ル
を
送
る
べ
く
、
今

年
も
例
年
と
同
様
に
８
月
の
鉄
道
の
駅
と

車
両
の
中
を
野
生
の
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
彩
り
ま
す
。
鉄
道
利

用
者
の
方
の
目
に
と
ま
っ
て
改
め
て
エ
コ

の
こ
と
、
鉄
道
で
行
き
た
い
ど
こ
か
の
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
こ
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

詳
細
な
ど
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
特
設
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

｢

エ
キ
か
ら
エ
コ｣

、｢

エ
キ
か
ら
ア
ー
ト｣

と
し
て
、
鉄
道
各
社
局
の
環
境
対
策
へ
の

取
り
組
み
、
昨
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
様
子
、
こ
れ
ま
で
の
作
品

を
閲
覧
で
き
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
、
駅
や
街

中
で
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
、
交
通
に
関
す
る
博
物
館
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.j-jafra.jp/eco/index.

htm
l

〈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
〉

１
．
タ
イ
ト
ル

第
15
回
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
鉄
道
広

告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
．
全
体
テ
ー
マ

「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。
美
し
い
自
然
の
色
と

　

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
「
茜
色
で
太
陽
を
」「
深

緑
色
で
森
を
」「
群
青
色
で
海
を
」「
黄
土

色
で
大
地
を
」
の
４
色
で
構
成
さ
れ
た
ポ

ス
タ
ー
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
テ
ー
マ
ポ
ス

タ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
ご
賛
同
を
く
だ
さ
る
現
代
を
代
表

す
る
著
名
芸
術
家
及
び
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

方
々
よ
り
、
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
提

供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
ま
ん
え
ん
防
止
の

た
め
、
昨
年
よ
り
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、
キ
ー

プ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
な
り
、
移
動
を
控
え
る
人
が
多
い
今
、

鉄
道
や
鉄
道
の
駅
の
広
告
も
掲
出
を
控
え

る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
多
く
あ
り
、
広
告
業 テーマポスター
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編集後記

　●次号Vol.68は10月1日発行予定です。お楽しみに。

相変わらず、遠方へ行くのはひかえていますが、都内はそこここ
へ足を運んでいます。
そこで感じたのですが、都内の鳥類との距離が意外と近いという
ことです。ベンチでひと休みする足元へ鳩がフレンドリーに餌を
求めていたり、ハクセキレイに寄って来られたりしています。
マスクで口元が隠れているので人間からの圧が薄れているのかも
しれないと思っているのですが。
皆さまの暑さしのぎの裏技教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 
information@j-jafra.jp

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

野
生
動
物
の
ア
ー
ト
か
ら
。

明
日
の
地
球
環
境
を
考
え
る
夏
。」

３
．
ポ
ス
タ
ー
テ
ー
マ

　

美
し
い
環
境
と
野
生
生
物

４
．
実
施
期
間

　

２
０
２
１
年
８
月
１
日（
日
）
～ 

８
月
31
日（
火
）

５
．
ポ
ス
タ
ー
種
類

　

駅
ポ
ス
タ
ー
Ｂ
０
×
４
、
Ｂ
１
×
５
種
類

　

車
内
ポ
ス
タ
ー
Ｂ
３
×
４
種
類

　

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー

６
．
制
作
協
力

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
提
供
：

　

宮
田
亮
平

　

金
工
家
／
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

　
「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
」 

　

大
津
英
敏

　

洋
画
家
／
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授

　
「
く
つ
ろ
ぎ
の
ホ
ワ
イ
テ
ィ
」

　

手
塚
雄
二

　

日
本
画
家
／
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

　
「
昇
陽
」

　

日
比
野
克
彦

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
東
京
藝
術
大
学
教
授

　
「turn chakai

」

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
蝦
名
龍
郎

　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
：
マ
キ
プ
ロ

根
岸
礼
子

７
．
主
催　

公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道
広

告
協
会

８
．
協
賛　

一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ

協
会

９
．
後
援　

環
境
省
、
国
土
交
通
省

10
．
協
力　

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
、
小
田
急
電
鉄

㈱
、
九
州
旅
客
鉄
道
㈱
、
京
都
市
交
通

局
、
近
畿
日
本
鉄
道
㈱
、
京
王
電
鉄
㈱
、

京
成
電
鉄
㈱
、
京
阪
電
気
鉄
道
㈱
、
京

浜
急
行
電
鉄
㈱
、
神
戸
市
交
通
局
、
埼

玉
高
速
鉄
道
㈱
、
相
模
鉄
道
㈱
、
札
幌

市
交
通
局
、
山
陽
電
気
鉄
道
㈱
、
四
国

旅
客
鉄
道
㈱
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
、

西
武
鉄
道
㈱
、
東
海
旅
客
鉄
道
㈱
、
東

京
急
行
電
鉄
㈱
、
東
京
地
下
鉄
㈱
、
東

京
都
交
通
局
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
、

東
京
臨
海
高
速
鉄
道
㈱
、
東
武
鉄
道
㈱
、

東
葉
高
速
鉄
道
㈱
、
名
古
屋
市
交
通

局
、
名
古
屋
鉄
道
㈱
、
南
海
電
気
鉄
道
㈱
、

西
日
本
鉄
道
㈱
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
、

阪
急
電
鉄
㈱
、
阪
神
電
気
鉄
道
㈱
、
東
日

本
旅
客
鉄
道
㈱
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱
、

横
浜
高
速
鉄
道
㈱
、
横
浜
市
交
通
局

（
36
社
局
、
五
十
音
順
）

宮田亮平「シュプリンゲン」 日比野克彦「turn chakai」

大津英敏「くつろぎのホワイティ」 手塚雄二「昇陽」


